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要約 

福岡市内を流通する 10社の鉱物油（ガソリン，ハイオクガソリン, 灯油，軽油，A重油, 低硫黄
A重油，C重油，マシーンオイル）を入手し, GC/MSパターンの比較検討を行った. イオウ化合物
のマスクロマトグラムパターンのピーク形状の比較による油種識別法についても検討した結果, 
より確実な鉱物油の識別が可能になったので併せて報告する. 
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１ はじめに 

 
 鉱物油流出事故の際は, 汚染源を推定し流出防止対策
を行うために, 流出油の種類を同定することが重要であ
る. 本市では油流出事故の場合には, 油分をペンタン抽
出後 GC/MS 分析を行っている. これらの分析において

TICパターンの類似している軽油と重油は識別が難しい.
本研究所ではアントラセン類を指標として識別が可能な

ことをすでに報告している１）が, これらの指標化合物に
ついては原産地や製造工程の変化により含有成分の割合

が変わる可能性が考えられる. 

 そのため, 今回は新たにハイオクガソリン, 低硫黄 A
重油, C重油も含めた福岡市内に流通している 10社の鉱
物油を入手し, GC/MSパターンの比較検討を行ったので
報告する. 
 また, 中島ら 2）はイオウ化合物に由来する成分のマス

クロマトパターンを比較することにより重油と軽油を識

別する方法を報告しており, この手法の有効性について

も検討したのであわせて報告する. 

 

 

２ 実験方法 

 

2.1 試料の調整 

 平成 20年 6月 3日に福岡市内 10社の市内の油槽所（10
事業者）から入手した鉱物油（ガソリン，ハイオクガソ

リン, 灯油，軽油，A 重油, 低硫黄 A 重油，C 重油，マ

シーンオイル）10PLをマイクロシリンジを用いてペンタ
ン 10mLに添加し, 溶かしたものをGC/MS分析用試料と
した.  

 

2.2 試薬 

 ｎ-ペンタンは特級を, 無水硫酸ナトリウムは残留農

薬用を用いた. 
 

2.3 使用機器および分析条件 

ガスクロマトグラフ：サーモクエスト 

              TRaceGC 2000 series 

    質量分析計：フィニガンマット GCQTM 

  カラム：HP Ultra 1(25m×0.25mmI.d., 0.33Pm) 

  キャリアーガス：ヘリウム  1mL/min 

    カラム温度：40℃(2min)-10℃/min-280℃(2min) 

    注入方法：1分間スプリットレス 

  注入口温度：230℃ 
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  イオン源温度：200℃ 

  トランスファー温度：275℃ 

  MS-モード：scan(60-500) 
 
 

３ 結果および考察 

 

3.1 各鉱物油のGC/MSパターンの比較 

福岡市内で使用されている10社の鉱物油の分析を行
ったところ, 各社とも類似したクロマトグラムが得られ
た. 鉱物油毎の代表的なTICチャートを図1に, m/z85の
チャートを図2に示す. 

 ガソリン, 灯油, 軽油, A重油における脂肪族炭化水

素等に由来するピークの特徴は既報 3）と同様で, 全社

の製品において, ガソリンはリテンションタイム13分

頃までに芳香族炭化水素のピークが多く見られ, 灯油

は炭素数 C7～15, 軽油と A重油は炭素数 C7～26の直

鎖型脂肪族炭化水素の特徴的なピークがほぼ等間隔で

検出された. 

 また, 今回新たに検討したガソリンとハイオクガソ

リンを比較すると, ハイオクガソリンでは10分以降に

はほとんどピークは見られず, 通常のガソリンに比べ

低沸点成分が多く含まれることがわかった. 

さらに, A重油, 低硫黄A重油, C重油を比較すると, 

A重油と低硫黄A重油においてはリテンションタイム

25 分までに C8～C27 の直鎖型脂肪族炭化水素の特徴

的なピークが確認され, 2 種の重油にほとんど差は見

られなかったが, C 重油においてはリテンションタイ

ム 30分までC10～C31の直鎖型脂肪族炭化水素の特徴

的なピークが見られ, A 重油, 低硫黄 A 重油に比べる

と高沸点成分の多いことがわかった. 

 一方, マシン油については m/z85において灯油,軽油,

重油に見られた直鎖型脂肪族炭化水素の特徴的なピー

クは見られず, リテンションタイム 30分前後において

分岐型の炭化水素を多く含むと思われるブロードなピ

ークが見られた. 

  以上のことより, ガソリン, 灯油, 軽油, 重油の TIC

及びm/z85のパターンは平成 14年度とほとんど変化し

ておらず, 各社とも類似したパターンであることがわ

かった. また, 今回新たに検討したハイオクガソリン

および低硫黄A重油, C重油をそれぞれガソリン, A重

油と比較した結果, TICおよびm/z85のマスクロマトグ

ラムにおいてパターンに違いがあることがわかった. 

3.2 重油と軽油の識別方法 

本市では軽油と重油の識別のためにジメチルアント

ラセン (m/z206)およびトリメチルアントラセン

(m/z220)と直鎖型炭化水素（C21）との面積比を用いて

いる. 平成 14 年度および平成 20年度に福岡市内に流

通する鉱物油の上記の面積比および, 平成20年度にお

ける低硫黄A重油, C重油の面積比を 10社の平均値と

して表 1 に示す. また, それぞれのメーカー毎の面積

比を図 3,4に示す. 面積比は, 10社平均値で 14年度よ

り 1.3～2.5 倍大きくなっていた. 多くのメーカーで軽

油と A重油の面積比の値は 2～10倍程度あり, 前報と

同様, A 重油についてはこの面積比が識別の指標とな

ることが確認された. しかし, G 社のように差が少な

いものもあるので注意が必要である. 

また, 今回新たに検討した低硫黄A重油および C重

油についてもジメチルアントラセンおよびトリメチル

アントラセンと C21 の面積比を算出し, 図 3,4 に示し

た. 

C重油については入手した 2社の面積比は軽油と比

較するとジメチルアントラセンで 6.3 倍, トリメチル

アントラセンで 5.0 倍大きくこの手法が識別の指標と

なることが示唆された. 

しかし, 低硫黄A重油についてはA重油に比べ面積

比は小さく, 軽油との差が小さいものもあり, この手

法での識別は不十分だと思われる. 
中島らはジベンゾチオフェン（m/z184）, メチルベ
ンゾチオフェン（m/z198）, ジメチルベンゾチオフェ
ン（m/z212）によるマスクロマトグラムパターンを比
較することで重油と軽油の識別が可能であることを報

告している. 

そこで今回入手した試料についてこれらのマスクロ

マトグラフが識別の指標となるか検討を行った. 図5
に軽油, A重油, 低硫黄A重油, C重油の TIC, m/z 184, 
190, 198, 212のマスクロマトグラムを示す. 
 

表1 アントラセン類の面積／直鎖型脂肪族炭化水素
C21面積比（平均値） 

  ジメチルアントラセン トリメチルアントラセン 

  H14 H20 H14 H20 

A 重油 2.57  3.47  1.17  2.28  

軽油 0.27  0.49  0.19  0.48  

低硫黄 

A 重油 
  1.0    0.57  

C 重油   3.1    2.4  
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図1 各鉱物油のTICチャート 
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図2 各鉱物油のマスクロマトグラム(m/z85) 
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図3 各油槽所別ジメチルアントラセン類の面積
／直鎖型脂肪族炭化水素C21面積比  
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図4 各油槽所別トリメチルアントラセン類の面積／ 
直鎖型脂肪族炭化水素C21面積比 

 

 

軽油と A重油を比較すると中島らの報告と同様に, 
m/z190のリテンションタイム 19,21分, m/z198のリテン
ションタイム 19分, m/z212のリテンションタイム 20
分付近に重油に特徴的なピークが確認され, 入手した
会社の軽油とA重油が識別可能であることを確認した. 
また, C重油, 低硫黄A重油においてもA重油と同様
のパターンを示し, 軽油との識別が可能であることが 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

わかった. 
従ってこれらのイオウ化合物を指標として用いる

と, 低硫黄A重油を含む重油と軽油の識別が可能であ
ると考えられる. 

 

 

4.まとめ 

 
1. ガソリンとハイオクガソリンを比較すると, ハイ
オクガソリンにおいて低沸点成分が多く含まれる

ことがわかった. また, A重油, 低硫黄A重油はTI
C及びm/z85のパターンに差はなく, C重油におい
ては高沸点成分が多く含まれることがわかった. 

2. 平成20年度に福岡市内で流通している鉱物油のTI

C, m/z85のGC/MSパターンの検討を行った結果, 
マスクロマトグラムのピーク形状は平成14年度調
査結果と同様の傾向を示した. 

3. A重油と軽油の識別指標であるジメチルアントラ
セン, トリメチルアントラセンの面積比は, 平成14
年度より大きくなる傾向が見られ, 平成20年度に
市内を流通するA重油においても識別の指標とな
ることが確認された. また, 低硫黄A重油について
はこの方法では識別が不十分で, ジベンゾチオフ
ェン等のイオウ化合物のマスクロマトグラムパタ

ーンを比較することにより識別できることがわか

った. 
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図5 軽油, A重油, 低硫黄A重油, C重油のマスクロマトグラム（TIC, m/z184, 190, 198, 212） 
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